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研究成果の概要（和文）：本研究は、学生調査データを元に学生の学習履歴や生活実態を分析し、その結果をも
とに個々の学生の成長に望ましい学習行動や生活パターンのシミュレーションを導き、個別の学生へのアドバイ
ス・支援を行うシステムを構築することを目指した。成果は、①欠損や未回答の多い学生調査データを有効活用
できる統計手法の有効性を確認、②学習時間に影響を与える多様な要因の発見、③二つの大学において、学生調
査データの分析結果に基づく学生支援システムの導入、の3点が得られた。

研究成果の概要（英文）：In this research, students 'learning history and living conditions were 
analyzed based on student survey data, and the simulation of learning behavior and life pattern 
desired for individual student' s growth was derived based on the analysis result. Based on the 
simulation results, we aimed to construct a system that gives advice and support to individual 
students.The outcome is as follows. (1) to confirm the effectiveness of statistical methods that can
 effectively utilize student survey data with many missing or unanswered questions, (2) discovery of
 various factors that affect learning time, (3) based on analysis results of student survey data at 
two universities We introduced a student support system.
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１．研究開始当初の背景  
 
実践上の課題：大学生の学修成果の測定と評
価が喫緊の課題となっている。しかし、大学
生の学修は、教育内容の合意形成が難しく、
学生の意識の測定が中心となっている。さら
に多くの大学では、学修行動と関係の深い生
活態度の課題を抱えており（居神 2005,山
田・葛城 2007）、初等中等教育の生徒指導に
相当する「学生指導」の制度化が求められる。 
研究上の課題：学修成果の測定には妥当性と
信頼性の検証が不可欠である。ところが今日
主流の教学 IR では、①抽象度が高く信頼性・
妥当性の面で不安定な意識項目への依存、②
統計分析による架空の「平均的な学生」を前
提、③統計モデル自体の適切性、④学修成果
に関する要因群の説明率の低さ、⑤学習履歴
の蓄積と現状評価に拘泥、という課題を持つ。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、(1)「経営に活かせる」「マ
ーケティングに活用できる」など誇大に宣伝
されがちな学生調査を元にした教学 IR を批
判的に分析・検討することを通じ、(2)大学の
特性に応じた、学生の学習履歴と生活実態デ
ータの設計と分析を行うものである。その際、
本研究の特徴は、(3)統計分析と包絡分析法
(DEA)の併用により、ポートフォリオ化され
たデータから、学生の現状評価だけでなく今
後や将来の道筋を、学生個別に「オーダーメ
ード」として提供するシステムを模索する点
にある。 
 
３．研究の方法 
 
（1）精度の高い統計モデルの応用:学生集団

の包括的把握のための包絡分析法(DEA: 
Data Envelopment Analysis)の応用:企業
や公共組織の生産性や効率性を分析評価
する手法であり、平均に収まらない多様な
学生について、多様な指標を合成・解析し、
「その学生にとっての適正性」評価と学習
行動の改善案を提示可能な手法である。 
このように「平均的」学生とそれ以外の学
生双方を掌握し、個別に「適正」解と改善
案を提示する点が「オーダーメイド」であ
り、学生の「質保証」に対して一つの方向
性を示しうる。 

(2)オリジナルなデータによる研究:本研究
では、広島大学が参画する国際的な研究大
学型学生調査(SERU: Student Experience 
in Research University)を活用可能であ
り、次のような展開が可能である。①大学
のタイプ(=研究大学)と専門エリア(=理工
学、医歯薬)を絞った分析が可能。②「世
界の研究大学の学生」の水準がわかる:そ
の結果を広島大学の「オーダーメイド型学
習ポートフォリオ・将来設計支援システ
ム」開発へフィードバックすることが可能。 

(3)個別大学のため・個別の学生のための支
援体制の模索:従来型の IR の欠点は、IR
室の設置・人員配置という「見せかけ」で
留まり、全構成員の当事者意識が低い点に
あった。本研究では、島根大学での学修 支
援の実績と、九州大学での Q-links(九州
地域大学教育改善 FD・SD ネットワーク)
の実績をもとに、教職員と学生が一体とな
った「人の繋がる」組織体制を構築するこ
とを目指す。この取組が、もっともハード
ルの高く且つ本研究のシステムの成否を
左右するものである。 

 
４．研究成果 
 
(1) 新たな分析方法の応用可能性 
 
 高等教育の分野においてあまり応用され
ることが無かった分析手法の応用可能性を
検討することができた。特に非正規分布のデ
ータ、ゼロの多いデータに対する Poisson 回
帰、negative binomial 回帰、zero-inflated 
モデル、hurdle モデルが有効であるという知
見を得ることができた。さらに、欠損の多い
データやバイアスのあるデータに対する統
計手法の応用可能性を検討し、前者に対して
はランダム・フォレスト方を応用した
MissForest 法の簡便性・有効性を示すことが
できた。今回研究対象とした世界の研究大学
を対象とした学生調査（SERU: Student 
Experience for Research University）は、
学生の未回答、データの正規性が担保されな
いケースが多く、そのようなデータの有効活
用の方向性に道筋を付けたと言える。 
 
(2) 学生調査の分析と有効活用 
 
 上記の SERU を用いた学生調査を活用した
学生の学習行動や学生生活実態の把握につ
いては、現在大学教育の質的転換に向けて注
目されている「学習(学修)時間」に焦点を当
て、米国、中国との学年の推移を比較分析す
るとともに、学生の「授業内学習時間」「授
業外学習時間」がそれぞれ正課内外の多様な
行動から影響を受けることを明らかにした。 
 
（3）学習支援への応用 
 
分担研究者の森が所属する関西大学の教学
IR として，A学部における同一カリキュラム
を有する 7年分の GPAをクラスター化する作
業を進めた。またデータを学生自身が活用す
る事例として，入学時調査の個々の学生の結
果を学部平均値とともに提示し，具体的な履
修のアドバイスを行うフィードバックシス
テムを構築し，B 学部入学生に試行的に導入
した。また、研究分担者の森が以前所属し、
森と関西大学にて共同研究を推進していた
研究協力者の原田が所属する島根大学にお
いて開発・推進がなされている IR データを



活用した学習支援のためのシステム「WILL 
BE」に関して、システム運用や分析に関して
有識者と意見交換を行うとともに、広島大学
高等教育研究開発センターのディスカッシ
ョンペーパーシリーズにおいて、その成果を
公開することとし、論文公開に向けて原稿を
執筆した(執筆継続中)。 
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